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1 流動資産 増 減
流動
資産 負債 流動負債
という見解を発表し呂〕，ラフ（Wi11iam　H．Lough）もまた1920年にこの見
解を支持した帥。特にラフは次の事実を掲記している。すなわち，商業興
信所（the　Mercanti1e　Agendes）の調査によれば，アメリカにおけるこ
れまでの法的破産のほぼ3分1以上の原因が「資本の欠乏」特に運転資本
の欠乏にあると加〕。
　それ故，フイニーは，第2節で述べたように，比較貸借対照表分析を，
運転資本の絶対的分析と，固定資産との相対的分析の両方を可能なものに
改良するために，企業資本を固定部分と流動部分に分割表示し，財政状態
の健全性を表示しようとした複会計式貸借対照表を利用した。このことは
かれが示した＜ワーキング・ぺ一パー〉の作成手順14〕の配記手続に具体的
に現われている。けだし，それは実質的には修正後の貸借対照表を流動部
分と固定部分とに分割することを意味している。これらを明らかにするた
めに，第3表は比較複会計式貸借対照表（アメリカの形式のもの）とかれ
の計算書・明細表との構造の関係図を示したものである。
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無断転載禁止。　
ユ）当時，とくに遇11彗競争にあった鉄遣会社は，　r何等原価計算的基礎もなしに無
謀な低運賃政策と，株価総持のため・の資産の水割評価を基礎とした配当政策（即
　ち蛸配当）を濫用し，その累積的な結果がついに爆発して鉄道株の暴落と鉄道会
社の相次ぐ破綻を煮記させるに至ったのである。」その結果，政府当局は，それら
：を規制し，事業財政の健全化を計る目灼をもって，制定した（黒沢清著，「貸借
対照表論』，昭和23年，東洋書館刊，35頁。）
2）上村久雄著，「複会計制度への一省察」，「会計」1959年3月号，79－1O1頁。教
授は複会計制の背景として，株主，社債権者の質的変遷を指摘される。すなわち
両者ともに恒久的投資家たる性格のものとなり，企業資本の固定化と相挨ったも
　のとなった。
3）H，R．Hatfie1d，Modern　A㏄ounting，1919，p．49．松尾憲橘訳，『近代会
計学」1971年，雄松堂書店刊，46頁。
4）黒沢清著，前掲書，35－36頁。
5）6）楠野郁太著，『財務諸表論研究」昭和50年，中央経済社刊，252頁。
7）Seymour　Walton　and　H－A．Finney，Mathmatics　of　Accounting　and
　Finance．！921，p．85．
8）Seymour　Wa1ton，“Students’Department，”Journa1of　A㏄ountancy，
　March．19！4，p．23ユ．
g）／o）Wi1liam　H．Lough，Business・Finance，A　Practical　Study　of　Fina－
　ncia工Management　in　Private　Business　Concerns．／920，（1917），p，567．
6．　お　わ　り　に
　以上の考察から明らかなように，フイニーの計算沓の理論の特徴は次の
三点に代表されるであろう。まず11〕比校貨借対照表による浪然とした財政
状態の変化原因分析を改良し，連転資本すなわち流動性に重視した財政状
態の変化原困分析にある。そして（2〕その分析資料として作成された，迦転
資本の増加と減少が資金（reSOurCeS概念）の迦用と源泉の一婁素として
示される源泉＝迩用の貸借均衡式による資金計算省：と，これと一体的に捉
示される運転資本明細表にある。さらに13にれら両計算書の作成手続とし
ての修正計算・配記手続・移記手続であり，それらの操作を円滑にするた
めのワーキング・ぺ一パーの使用にある。
　これら諸特徴はその後の資金計算書の発展に多大なる影響を及ぼした。
たとえば，特徴11〕は貸倍対照表の特定項目すなわち運転資本項目に重視す
ること，いいかえれば1925年以降の運転資本資金計算書の確立と普及の端
緒になつた。そして特側2〕はフ1］一概念とストック概念の混在すなわち資
金概念の暖昧性という計算書の構造の欠点を露呈したことにより，資金概
念の純化と計算書の構造の改良に対する努プJのインパクトになった。さら
に特徴13〕は資金取引と非資金取引の区分認識の必要性とその再検討と，運
紘資本概念にかかわる見越・繰延項目に代表される発生上義的思考の認識
を促した，等にみることができる。
　最後に，これら諸特微と諸影響がフイニーのstatement　Ofapp1ication
of　fundsをしてアメリカにおける文■榊勺に最初に資金計算書として確立
されたものであるといわれるゆえんである。それは，貸借対照表の動態的
・資金的分析の観点から，それまでの流動比率，ミッチェル・コールの貸
借対照表分析さらにはワルトンの比較貸借対照表の改良に代表される債務
返済能力の分析の再検討の成果であり，いわば総括的なものといえるであ
ろう。
フィニー（H.A. Finney)の資金計算書の理論 Page:10
無断転載禁止。　
